
 
■本校のグランドデザイン 
現在、世の中は成熟社会を迎えるとともに、デジタル社会となってきています。特に日本社会においては、世界１位の少子高

齢化、異常気象・地球温暖化、猛烈なスピードの技術革新が進み、あらゆるものが多様化、複雑化、変化しやすい「正解のな
い」時代になってきています。過去の経験では解決できない課題が山積する中で、知識をベースに新たなものを創造していかなく
てはならない世の中です。これからの世の中では、様々な情報を集め、自らの頭で考え、他者と協働し、自分や他者が納得でき
る「納得解」を生み出していくことが必要とされるということです。この社会の変化を見据え、本校教職員は、知識や情報、そして
方法を常にアップデートしていく必要性を強く感じているところです。 
下に示すのは、本校全日制及び定時制のグランドデザイン（学校教育に係る全体構想）となります。全日制・定時制それぞ

れの３つのポリシーすなわち、アドミッション・ポリシー（入学者の受入れに関する方針）、カリキュラム・ポリシー（教育課程の編
成及び実施に関する方針）、グラデュエーション・ポリシー（育成を目指す資質・能力に関する方針）、学校教育目標、校訓、
スクール・ミッションを示しています。紙面が小さいため見づらく申し訳ありませんが、学校 HP にも掲載しておりますので、是非ご確
認ください。 
ご覧のように、本校では、「アドミッション・ポリシーで示された生徒像をもつ入学生に対し、カリキュラム・ポリシーに沿って学校教

育目標に示された教育活動を行い、グラデュエーション・ポリシーに示された全日制では７つ、定時制では８つの資質・能力を育
成することで、スクール・ミッションに示された生徒像の育成」を最上位目標として教育活動を実践するとともに、評価、改善を行っ
ていきます。 

 
 
■ 壮行会 ５月９日、全日制では壮行会を開催し、５月中旬から始まる高体
連・高野連札幌支部大会、高文連大会等に出場する各部活動を全校生徒で激
励しました。副校長と生徒会長の激励の言葉に続いて、各部活動からの決意表明、
選手宣誓のあと、全校生徒で校歌を斉唱しました。 
 
■令和７年度学校経営シラバス 
次に示した学校経営シラバスは、本校の最上位目標を示したグランドデザインを具

体化し、それぞれの対象に対する「目標」と「目標達成のための評価の観点」を示し
たものとなります。こちらもたいへん見づらく申し訳ありませんが、学校ホームページにも
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掲載しておりますので是非ご覧ください。 
 学校経営シラバスの構成は、教育活動と学校運営の２つからなり、教育活動においては、学習指導、生徒指導、進路指導、
健康・安全指導を対象に、学校運営に関しては、運営、連携、働き方改革を対象としています。例年 12 月頃に実施する学校
評価は、これらの「目標達成のための評価の観点」に基づいて生徒、保護者の皆様、地域の皆様に評価していただくとともに、本
校教職員も評価を行い、更なる改善を図っていくことになります。生徒たちがよりよい教育活動に主体的に生き生きと取り組んで
いくことができるよう、ご協力よろしくお願いいたします。 

 
 
■羽ばたけ鴻鵠、全国に～今年度 全道・全国大会での活躍 
部活名 大会名 期日 結果 
囲碁 高文連全道囲碁選手権大会 5月 22日(木) 

   23 日(金) 

２年 松本さん 優勝（8/4～6 全国大会（東京都・日本棋
院）出場権獲得） 

ｱｰﾁｪﾘｰ 高体連ｱｰﾁｪﾘｰ選手権大会 5月 28日(水) 

 ～30 日(金) 

３年 紺野さん 個人第 3位（8/6~8 全国大会（山口県・
岩国市）出場権獲得） 

 
■今後の行事予定  

 全日制 定時制 

7 月 10-12 学校祭、14 振替休業日、17 全国壮行会

24 休業前集会、26-30 前期夏期講習 

10 映画鑑賞、11 遠足（ルスツリゾート）、17 就業

体験・ボランティア、18 避難訓練、22 終業式 

8 月 １-５ 後期夏期講習、13-15 学校閉庁日、21 休

業明け集会・実力テスト 

13-15 学校閉庁日、22 始業式、25 生活体験発表

校内発表会、29 計算コンクール 

 


